
＊２、３㌻	 ごあいさつ、本部同窓会
＊８㌻　　  「アスリート」（窪田登さん、田淵和江さん）
＊９㌻　　  「倉敷の老舗」を訪ねて⑤　　＊10、11㌻　学校の近況
＊12、13㌻  ［特集］倉女・倉中、青陵草創期、青陵70期
＊16㌻　　  「先輩は語る」（渡辺行雄さん、佐藤保さん）
＊別冊１～４㌻　 同窓会、広告など

今 号 の 主 な 紙 面

第51号同 窓 会 だ よ り

令和元年12月25日発行

岡山県立倉敷青陵高校同窓会
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同
窓
生
の
皆
様
方
に
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。平
素
か
ら
ご
支
援
を
賜
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

創
立
百
十
周
年
記
念
事
業
で
最
後
に
残
っ
て
い
た

中
庭
整
備
事
業
が
令
和
２
年
夏
ご
ろ
に
は
完
了
し
、
ひ

と
区
切
り
が
つ
き
ま
す
。

　

進
学
実
績
に
は
一
定
の
評
価
を
受
け
る
青
陵
高
校
で
す
が
、
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
と

呼
ば
れ
る
社
会
を
生
き
抜
く
こ
と
が
で
き
る
人
材
育
成
に
向
け
て
、
新
た
な

取
組
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

主
体
的
な
学
び
や
積
極
的
に
何
か
に
挑
戦
す
る
こ
と
の
奨
励
、
グ
ロ
ー
バ

ル
を
意
識
し
た
学
校
行
事
な
ど
で
す
。例
え
ば
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー

ク
レ
ー
校
で
の
研
修
や
学
生
と
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う「
ア
メ
リ
カ
研
修
」を

新
た
に
実
施
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
同
窓
生
の
皆
様
方
の
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
健
康

を
お
祈
り
し
、ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

略
歴　

高
梁
市
出
身
。高
梁
高
校
か
ら
岡
山
大
学
理
学
部
数
学
科
を
卒
業
。

専
門
は
数
学
。倉
敷
鷲
羽
高
校
、
岡
山
芳
泉
高
校
の
各
教
頭
を
経
て
玉
島
高
校

長
か
ら
倉
敷
青
陵
高
校
長
に
着
任
。

　

青
陵
高
校
同
窓
会
の
会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
で
お
過

ご
し
の
こ
と
と
推
察
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
新
し
く
元
号
も
令
和
に
な
り
、
青
陵
高
校
は
創

立
1
1
1
周
年
を
迎
え
、「
同
窓
会
だ
よ
り
」
も
半
世
紀
を
過

ぎ
第
51
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
古
き
青
陵
か

ら
昨
今
の
こ
と
ま
で
、
卒
業
生
か
ら
現
役
生
徒
の
活
躍
ま
で

幅
広
く
記
事
に
し
て
、
皆
様
に
喜
ん
で
も
ら
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

今
年
３
月
の
卒
業
生
は
難
関
国
立
大
学
な
ど
に
多
数
の
合
格
者
を
記
録
し
た
こ
と

を
大
変
嬉
し
く
誇
り
に
思
い
ま
す
。
先
生
方
の
生
徒
に
対
す
る
熱
心
で
緻
密
な
ご
指

導
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　

母
校
と
同
窓
会
の
発
展
の
た
め
に
微
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　令和初の同窓会本部総会
に、例年通り約300人の同窓
生が会場いっぱいに集合し
ました。
　テーブルに着いた途端に
「おお、久しぶり。元気？」と
盛り上がるのを遮るよう
に、岡田会長があいさつで、
「限られた時間ではあります
が、総会と懇親会で卒業期
を超えた交流をしてくださ
い」と呼び掛け、髙槻校長（名
誉会長）が「（生徒の前以外
で）こんなに多くの人の前で
しゃべったことがありませ
ん。盛大な同窓会に驚きまし
た。同窓生のパワーを感じま
す」と、初参加の感想を述べました。
　岡田会長を議長に総会議事に入り、前年度の行
事・決算・監査報告、役員の一部改選、本年度の行事・
予算案を承認しました。
　東京など３支部代表あいさつ、土家前校長ら２人
の恩師紹介に続いて特別に、今春卒業した70期の評
議員橋本牧さん（岡山理科大学）と久戸瀬渉さん（岡
山大学）が登壇、「全員連れて来る予定が２人になり
ました」と冗談を飛ばし、「立派な先輩たちを見習い
ます」と神妙に話していました。
　当番幹事の栗正佳代子さん（35期）が乾杯
の音頭で、「倉女40期、青陵70期の節目の年で

す。青陵で一緒に過ごせた幸せを感じながら乾杯しましょう」
と発声、華やかに開宴しました。
　途中、役員や校長、70期生らの記念写真を撮り、最後に全員
起立、元応援団長・武本東京青陵会会長のリードで校歌を高ら
かに歌い上げて締めました。
　役員の一部改選は次の通り。（任期２年）
　理事　正保宏文（22期）／会計　山中桂子（31期）＝書記兼
務、村上裕亮（59期）＝事務局／会計監査　森定祐子（25期）

□…当番幹事は主に５、６、15、16、25、26、35、36、45
期生が担当しました。ご苦労様でした／引き続き、別の部屋で
４期、12期、15期、25期が同期会を開きました。

同
窓
会
副
会
長
　
今
岡  

道
雄（
13
期
）

　
創
立
111
年
、会
報
51
号
に
喜
び

校　

長
　
髙
槻  

信
博（
同
窓
会
名
誉
会
長
）

　新たな取組、挑戦する青陵

久
し
ぶ
り
の
再
会
。さ
あ
、飲
ん
で
し
ゃ
べ
ろ
う
＝
倉
敷
ア
イ
ビ
ー

ス
ク
エ
ア

　◇表紙の写真　青陵110周年ＯＢ美術展に出品した石井美江さん（26期）の染織
「光」（タペストリー）。石井さんは青陵時代、美術部。女子美術大学を卒業して染織の道
に進み、自営の染織工房ソミエで制作に励み、三十数年のキャリアがある。倉敷市在
住。（お断り：紙面の都合で作品の一部をカットしたことをご容赦願います）

石井美江さん（26期）の
染織（タペストリー）

令
和
初
、青
陵
節
目
の
年 

華
や
か
に

ご
あ
い
さ
つ

同 窓 会 本 部 総 会 令和元年８月４日、
倉敷アイビースクエア



3

　総会で乾杯の音頭を担った35期の栗正佳代子さん
から編集室へメールが届きました。「参加者ひとこと」
の拡大版です。メールの内容は一部加工しています。

編集室へメール

＊
楢
村
英
治
さ
ん
（
6
期
）

　
「
20
年
以
上
前
か
ら
理
事
を
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
毎
年
出
席
し
て
ま
す
。
今
回
は
当

番
期
で
す
よ
。
在
学
中
は
2
年
間
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
で
し
た
。
県
代
表
で
全
国
大
会

に
も
行
き
ま
し
た
。
文
化
祭
と
運
動
会
？　

う
ー
ん
あ
ま
り
覚
え
て
ま
せ
ん
。
大
学

は
東
京
で
し
た
。
倉
敷
で
水
道
工
事
の
会
社
を
経
営
し
て
い
ま
す
が
海
釣
り
が
趣
味

で
、
今
は
玉
野
に
住
ん
で
ま
す
。
目
の
前
が
海
で
ね
、
た
ま
り
ま
せ
ん
。
釣
り
船
も

持
っ
て
ま
す
」

＊
岡
野
恵
理
子
さ
ん
（
45
期
）

　
「
評
議
員
を
し
て
い
ま
す
。
5
年
前
の
当
番
期
に
次
い
で
2
回
目
の
参
加
で
す
。

40
期
を
超
え
る
と
参
加
者
が
あ
ま
り
い
な
い
そ
う
で
す
ね
え
。
今
回
は
当
番
期
な
の

で
同
期
の
人
と
2
人
で
来
ま
し
た
。美
術
部
で
青
陵
祭
で
は
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

医
療
系
の
短
大
で
勉
強
し
て
今
、
看
護
師
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
息
子
・
娘
が
3

人
い
て
中
学
生
と
高
校
生
で
す
」�

（
倉
敷
市
在
住
）

最
後
の
締
め
に
全
員
で
高
ら
か
に
校
歌
を
斉
唱

勢
ぞ
ろ
い
し
た
同
窓
会
本
部
役
員
、
校
長
、
70
期
生
ら

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
で
全
国
大
会
出
場

5
年
前
に
次
い
で
2
回
目
の
参
加

本部事務局 転任古谷さんに感謝
定年退職林さん 引き続き主任

　同窓会本部事務局の青陵高校教諭古谷仁志さん（59期）
が、平成31年４月の異動で、鴨方高校へ転任になりました。
４年間お世話になりました。
　また、同窓会係主任林俊輔さん（28期）は前年度末で
定年退職、４月に再任用で母校に引き続き勤務、同窓会
の窓口として同主任も継続します。

　38年前の青陵高校卒業記念のレコードが古本まつりに出品
されている！　との情報を得て平成30年９月、早速入手しま
した。
　直径17㌢のＥＰレコードで「第32回卒業記念」（1981年）と
なっています。昭和56年に卒業した32期生の記念品です。企
画・編集は「生徒会」となっています。
　Ａ面は校歌と応援歌、Ｂ面に陵歌「陵丘を慕いて」「我等が陵

歌を」の４曲を収録しています。青陵名物・陵歌は毎年１曲ずつ
寄贈して巣立つという伝統があり、この陵歌２曲は32期生の
寄贈歌では、と思われます。
　38年前のレコードなので32期生の本箱の隅に今も眠ってい
るはずです。しかし、「卒業記念となっているようですが、陵歌
生グループを中心に配り全員には渡っていないと思われます」
（32期生）という話もあり、ちょっとしたお宝かもしれません。

38年前の卒業記念レコード発見

校歌や陵歌４曲を収録

栗正佳代子（35期）
　評議員をしています。今回は当番期で30
人が参加しました。（編集室が）乾杯の口
上のデータなどを提供、表舞台に慣れない
私にアドバイスして励ましてくださり心強
かったです。
　同期生はみんな再会を喜び、最初誰だか
分からない人も目が慣れてきたら昔のまま
に見えてきました。不思議なものですね。
子育て、介護と話に花が咲きました。
　小学校から高校までガールスカウトをし
ていたので高校の部活はしていませんが、
やんちゃな思い出はあります。
　２年生のクリスマス会で、キリスト教会
に友達のお父さんの当時最新鋭のカラオケ
機を持ち込んでカラオケ大会をしました。
「愛の水中花」や「待つわ」など流行歌を次々
歌いましたが、デュエット曲として選んだ
のが「３年目の浮気」でした。（結婚式もす
る）教会で「３年目の浮気」とはねえ、シャ
レがきつかったです（笑い）。
　今考えると、よく怒られなかったなあと
冷や汗ものです。最近、その音源が出てき
たので今回聴いてみんなで大笑いしました。
　青陵祭では応援合戦のほか、フォ－クダ
ンスで好きな男子の番になるとドキドキし
たり、遅くまで打ち上げをして先生に叱ら
れたり、有志で後楽園に遊びに行ったりと、
楽しい高校生活を送りました。

　リケジョでＩＴの仕事のサポートをするヘルプデ
スクという特殊な仕事を20年ほどしました。企業や
官公庁に常駐、学校へもアドバイザーとして出向き
ました。お役に立て、やりがいがありましたね。
� （倉敷市在住）

教
会
で「
３
年
目
の
浮
気
」を
熱
唱

参
加
者
ひ
と
こ
と
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　今年の東京青陵会総会は約70人の同窓生が集い、来賓とし
て髙槻校長、岡田本部同窓会長、今岡副会長、倉敷市東京事務所
の船越所長、そして、念願の28期・京都大学大学院教授の森和
俊先生にご来席いただきました。
　昨年に続きバンド演奏もありましたが、メインは森先生の講
演でした。
　同期として理事会から森先生との日程調整を仰せつかり、
昨年の理事会の場から早速携帯メールで打診をすると、即座に
「前向きに考えます」との回答をもらいました。超多忙の先生で
すが、幸い公的行事や大学関係の仕事ともバッティングするこ
となく、予定通り講演にこぎつけました。

　先生は研究テーマ、細胞の中の「小胞体」を中心に約30分
間、滅多に聞けない貴重なお話をしてくださいました。酒席な
ので私語を心配しましたが、さすが東京青陵会、静かに最後ま
で耳を傾け盛大な拍手を送りました。
　個人的な感想を述べると、私も化学や生化学を多少かじった
人間として、あの難しい内容をあそこまで分かりやすく話して
いただいた森先生のプレゼン力に敬服するばかりです。
　当然ながら総会後は28期だけで「森先生」ではなく「森君」と
の二次会・三次会を楽しむことができました。森先生には、この
場をお借りし改めてお礼申し上げます。

念願の京大大学院森教授の講演を聴く
理事　高　橋　祥　二（28期）

＊
寺
山
一
己
さ
ん（
23
期
）

　
「
理
事
か
ら
副
会
長
に
な
っ
て
２
年
目
で

す
。野
球
部
の
内
野
手
で
し
た
。関
東
に
野

球
部
Ｏ
Ｂ
が
66
人
お
ら
れ
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

を
開
い
て
い
ま
す
。居
酒
屋
を
経
営
し
て
36

年
に
な
り
、東
京
青
陵
会
の
公
式
2
次
会
や

野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
の
忘
年
会
な
ど
に
利
用
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。青
陵
祭
は
ブ
ロ
ッ
ク

ご
と
に
一
致

団
結
、
営
火

祭
で
陵
歌
を

歌
い
青
陵
生
が
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。家
政

科
の
女
子
と
交
流
で
き
る
の
も
楽
し
み
で

し
た
ね
。3
年
時
は
金
魚
す
く
い
や
カ
フ
ェ

の
新
企
画
を
、学
校
側
の
反
対
を
押
し
切
っ

て
強
行
、
相
当
し
か
ら
れ
ま
し
た
。体
育
委

員
長
で
も
あ
っ
た
し
、元
気
よ
か
っ
た
ん
で

す
よ
」

�

（
東
京
都
在
住
、早
島
町
出
身
）

＊
栗
原　

健
さ
ん（
70
期
）

　
「
卒
業
し
た
ば
か
り
の
一
番
若
い

Ｏ
Ｂ
で
す
。
実
家
に
案
内
状
が
届

い
た
の
で
同
期
生
2
人
と
一
緒
に

初
参
加
し
ま
し
た
。
先
輩
た
ち
に

話
し
か
け
て
も
ら
っ
て
、
か
つ
て

の
大
学
の
雰
囲
気
な
ど
い
ろ
い
ろ

聞
け
て
有
意
義
で
し
た
。
青
陵
時

代
は
バ

ド
ミ
ン

ト
ン
部

で
県
大
会
に
出
ま
し
た
。
3
年
生

の
最
後
の
体
育
祭
は
、
こ
れ
ま
で

に
な
く
熱
く
燃
え
ま
し
た
ね
。
千

葉
大
学
国
際
教
養
学
部
に
入
学
し

ま
し
た
。
将
来
の
夢
は
ま
だ
描
け

て
い
ま
せ
ん
が
、
国
際
関
係
や
外

交
に
興
味
が
あ
り
ま
す
」

�（
さ
い
た
ま
市
在
住
、倉
敷
市
出
身
）

青陵祭新企画 反対押し切り強行

同期の２人と一緒に初参加

　青陵高校の同窓会ノートに書き込んで！　東
京・新橋の居酒屋「有薫酒蔵」に次ぐ２カ所目
の「青陵ノート」が、同じ新橋のアンテナショッ
プ「とっとり・おかやま新橋館」２階に設置さ
れています。
　「青陵生の交流の場にして」と、35期の田中（旧
姓井伊）とよ子さんが発案、平成30年８月に開
設しました。設けてまだ１年余りなので、書き
込みが少なく盛り上がっていません。在京ＯＢ・
ＯＧや上京組のメッセージが期待されます。
　「とっとり・おかやま新橋館」は東京メトロ

「
と
っ
と
り
・
お
か
や
ま
新
橋
館
」に
設
け

ら
れ
て
い
る「
青
陵
ノ
ー
ト
」の
表
紙

新
橋
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

銀座線の新橋駅前
にあり、両県が共
同運営、桃と梨の
「ももてなし」精
神で特産品販売と
料理を提供してい
ます。
　アンテナショッ
プに足を運んでみ
てください。

２カ所目 東京の「青陵ノート｣

森
教
授
の
講
演
を
聴
い
た
東
京
青
陵
会
総
会

東京青陵会 （令和元年６月８日、東京・明治記念館）支部だより

参
加
者
ひ
と
こ
と
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＊
星
島
保
夫
さ
ん（
33
期
）

　
「
近
畿
青
陵
会
へ
は
10
年

ほ
ど
前
に
１
回
出
た
き
り

で
し
た
が
、
昨
年
か
ら
連
続

し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

仕
事
の
関
係
で
ね
。同
期
の

小
原
康
正
君
、
松
居
純
二

君
が
い
て
楽
し
か
っ
た
で

す
よ
。ク
ラ
ブ
活
動
、
文
化

祭
、
運
動
会
の
思
い
出
は
残

念
な
が
ら
あ
り
ま
せ
ん
。イ

ベ
ン
ト
会
社
の
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
を
し
て
い
ま
す
。主
催

者
の
求
め
に
応
じ
た
舞
台

装
置
や
音
響
設
備
、
タ
レ
ン

ト
の
手
配
な
ど
で
す
。イ
ベ

ン
ト
の
多
い
週
末
の
土
・
日

が
一
番
忙
し
い
で
す
ね
」

�

（
大
阪
府
豊
中
市
在
住
、
倉

敷
市
出
身
）

参加者ひとこと

九州青陵会

　

第
13
回
総
会
に
14
人
が
参
加
し
ま
し

た
。病
気
や
体
調
不
良
な
ど
で
残
念
な
が

ら
昨
年
の
24
人
よ
り
大
幅
に
減
り
ま
し
た
。

　

台
風
の
影
響
で
新
幹
線
ダ
イ
ヤ
が
乱
れ

ま
し
た
が
、
本
部
の
倉
敷
組
は
何
と
か
往

復
で
き
ま
し
た
。

　

初
参
加
の
髙
槻
校
長
が
創
立
1
1
1
年

の
学
校
の
進
路
状
況
や
部
活
の
活
躍
ぶ
り

を
報
告
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

１
人
ず
つ
近
況
報
告
を
し
ま
し
た

が
、
九
州
工
大
2
回
生
の
現
役
女
子
大
生

は「
来
年（
3
回
生
）に
は
就
職
を
決
め
た

い
」と
決
意
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

本
部
の
岡
田
会
長
は「
今
回
、
人
数
は

減
り
ま
し
た
が
、
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
ま

す
。楽
し
い
2
時
間
で
し
た
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　２月の幹事会では、①前年度大幅な赤字が発生し
将来的にも財政改善の見通しが厳しい②若い世代の
参加者が少ない－との課題が挙げられ、私たちでで
きることに取り組むことにしました。
　経費節減策として、案内状送付先の絞り込み、集
合写真のクラウドサービスを利用した配布のほか、
役員に相談して寄付金の要請を行いました。参加者
増加策として、幹事32期生への徹底した働きかけと
42期生に引き継ぐための電話勧誘、手書きで近畿青
陵会の紹介と案内状の郵送、その後再度の電話と、
アナログですが、できることは地道にすべてやりま
した。

　結果的には、32期生15人が出席し結束力が強まり
ましたが、42期生の参加がなかったのは残念でした。
来年は43期生以降の方に１人でも多く出席してもら
うのが願いです。
　今年は特別なイベントはありませんでしたが、
「テーブルごとのスピーチや世代を超えた歓談ができ
てよかった」との意見を頂きました。食事内容にも
こだわり、今回初めてフレンチコースにしましたが
満足できるものでした。
　ご来賓、恩師の先生、ご寄付を頂いた皆様に深謝
いたします。　
□…出席者は来賓、恩師を含め４期から35期までの
総勢67人でした。

＊佐々木秀章さん（20期）

　「東京の会社員時代に山陽、九州担当をしていてすっ
かり博多ファンになりました。博多ラーメンが有名で
すが、中国から入ったうどんは博多が発祥の地で、う
どんの方がおいしいですよ。讃岐うどんを超えていま
す。九州青陵会には私の同期が数人いることもあり、４
年前から毎年倉敷から参加しています。今は食品や雑
貨を扱う観光小売業です」

現
役
女
子
大
生
ら
14
人

＊�

藤
本（
旧
姓
荒
木
）愛
子

さ
ん
＝
6
期
＝

　
「
20
年
ぐ
ら
い
前
に
副
会

長
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

こ
ろ
の
参
加
者
は
40
〜
50

人
で
し
た
。
特
に
阪
神
大
震

災
の
折
は
30
人
で
し
た
ね
。

私
は
毎
年
出
席
し
て
い
ま

す
。
ク
ラ
ブ
活
動
は
し
て

ま
せ
ん
で
し
た
。
文
化
祭
、

運
動
会
の
思
い
出
？　

す

み
ま
せ
ん
、
何
も
な
い
ん
で

す
。
若
い
こ
ろ
か
ら
、
夫
が

造
り
だ
す
家
庭
用
品
の
実

用
新
案
・
特
許
を
取
り
商
品

化
、
問
屋
へ
卸
す
会
社
を
手

伝
い
ま
し
た
。
夫
の
死
後
、

社
長
業
を
受
け
継
ぎ
70
歳

過
ぎ
ま
で
働
き
ま
し
た
」

�
（
大
阪
市
在
住
、
倉
敷
市
出

身
）

当番幹事　神崎（旧姓小原）加与子（32期）

博多ファン 毎年倉敷から参加

かつて副会長､今も毎年出席

同期に会えるのが楽しい
経費節減､若手勧誘に腐心

こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
九
州
青
陵
会

幹
事
の
32
期
生
が
15
人
も
出
席
、
盛
り
上
が
っ
た
近
畿
青
陵
会

参
加
者
ひ
と
こ
と

（
令
和
元
年
5
月
26
日
、大
阪
・
太
閤
園
）

近
畿
青
陵
会

（令和元年10月12日、福岡・西鉄グランドホテル）
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青
陵
高
校
の
創
立

1
1
0
周
年
記
念
Ｏ
Ｂ
美

術
展
が
、
平
成
30
年
12
月

18
日
か
ら
24
日
ま
で
倉
敷

市
立
美
術
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。80
周
年
か
ら
10
年

ご
と
に
企
画
し
今
回
は
4

回
目
で
す
。

　

美
術
界
の
第
一
線
で
活

躍
す
る
倉
女
39
期
か
ら
青

陵
64
期
ま
で
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
と
旧
職
員
の
作
品
合
わ

せ
て
44
点
が
ず
ら
り
と
展

示
さ
れ
、
初
日
か
ら
出
品

者
や
そ
の
関
係
者
、
青
陵

卒
業
生
ら
が
訪
れ
熱
心
に

鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

　

作
品
は
三
宅
弘
子
さ

ん（
倉
女
39
期
）
の
立
体

「
輪
廻
Ｖ
」、
山
本
博
子
さ

ん（
青
陵
15
期
）
の
洋
画

「
晩
秋
」、
小
野
元
さ
ん（
25

期
）の
洋
画「
蒼
い
星
の
伝

説
」、
さ
ら
に
毛
利
一
就
さ

ん（
旧
職
員
）の
洋
画
の
大

作「
内
海
初
冬
」な
ど
洗
練

さ
れ
た
力
作
ば
か
り
で
し

た
。

　

開
催
実
行
委

員
会
は「
高
校

の
Ｏ
Ｂ
美
術

展
っ
て
珍
し
い

で
す
よ
。キ
ャ

リ
ア
10
年
ぐ
ら

い
の
若
い
人
は

新
鮮
で
面
白
い

し
、
50
年
以
上

の
ベ
テ
ラ
ン
は

壁
が
重
く
な
る

ほ
ど
重
量
感
と

安
定
感
が
あ
り

ま
す
ね
」（
青
陵

13
期
・
岡
本
篤

さ
ん
）と
、充
実

ぶ
り
を
強
調
し

て
い
ま
し
た
。

　

青
陵
芸
術
の

レ
ベ
ル
の
高
さ

を
示
し
た
展
覧

会
で
し
た
。

　「いやあ、何年も前から話はあったんですよ。今回実現
して嬉しいです。これは教師冥利ですねえ」—。
　福寿草の会主催「福島隆壽とその教え子達」展が平成31
年１月、倉敷天満屋で開かれ、会場に駆けつけた洋画の道
70年の福島隆壽さん（元在職教員）の感激の第一声です。
　ユニークなこの展覧会のために今回結成したグループ
名、福寿草の会には福島さんの名前「福」と「壽」をさりげ
なく入れる粋な隠し味が潜んでいます。
　会場には青
陵高校、鳥取
大 学 教 育 学
部、岡山大学
教育学部（特設美術）時代の福島さんの教え子13人の作
品55点が整然と陳列されました。
　この中には、洋画の後藤晋さん（27期）、陶芸の武内立
爾さん（29期）、現代美術の岡部玄（知敏）さん＝17期＝の
３人の青陵ＯＢが含まれ、力作をそれぞれ数点ずつ並べ
ました。福島さん自らも「リシェール通り・パリ」など４点
を掲げ、教え子たちの作品展に花を添えました。
　東京芸術大学出身の福島さんは青陵高校に昭和40年
から15年間勤務しました。「26期生だったかな、〝女子美
３人娘〟が出てね。課外授業で特訓して女子美（女子美術
大学）に３人一度に合格し
たんですよ」と、にこやかに
振り返ります。
　福島さんが１年生の美術
教科担任と３年生のクラス
担任だった後藤さんは「美

術系志望はほ
かの担任には
あまり快く思

われませんでしたが、さすが福島先生はすべてを理解し
てくれましたね」と感謝しています。
　顧問を務めた山岳部では「『同窓会だより青陵』の題字
を揮毫した澤田真示（虚遊）君＝21期＝と同じテントで
寝過ごしてね」と、愉快な思い出を話してくれました。
　福島さんは岡山大学教授、同教育学部付属中学校長な
どを務め、紺綬褒章、山陽新聞賞、倉敷市文化章を受賞、現
在は日展や岡山県展の審査員です。
□…後藤晋さんは令和元年６月の東光会第85回東光展
（岡山市）で最高賞に次ぐ森田賞を受賞しました。

青陵芸術の粋 44点一堂

Ｏ
Ｂ
同
士
で
作
品
を
批
評
し
合
う
創
立
1
1
0
周
年
記
念
美
術
展

洋
画
70
年「
福
島
隆
壽
と
そ
の
教
え
子
達
」展

寺　 山　一　 己（23期）

〒150－0044　渋谷区円山町25－7　PHONE/03－5458－5566
E-mail：melrose@aioros.ocn.ne.jp

〒160－0002　東京都新宿区四谷坂町1－15－401
TEL 090－6194－5324　E-mail：takemoto@d-union.jp

東京青陵会会長

武　本　幸　寿（25期）

 株式会社  JVCケンウッド
中　村　　　弘（29期）

〒226－8525　神奈川県横浜市緑区白山1－16－2
TEL 045－939－7038　FAX 045－939－7096
E-mail：nakamura.hiroshi@jvckenwood.com

タイバック営業部

担当部長　河　﨑　孝　夫（30期）

E-mail：ta-kawasaki@imura.co.jp   URL：http://www.imura.co.jp

〒105－0023   東京都港区芝浦一丁目2－3  シーバンスS館10階
TEL 03－5439－9870　FAX 03－5419－2245

日　岡　秀　和（30期）

〈会社〉 〒331－0812　さいたま市北区宮原町2－51－40
 TEL 048－654－0506　FAX 048－654－0569
 E-mail：hioka@pt-saitama.com

東 京 青 陵 会
東 京 倉 敷 ふ る さ と 会
株式会社 プロ家庭教師さいたま

事務局長
副 会 長
C E O

お庭のことなら何でもご相談下さい！

（38 期）

〒157－0068　東京都世田谷区宇奈根2－12－27－Ｄ－3
TEL 090－9149－7077　FAX 03－6805－8576

携帯メール：zizu08nagy@t.vodafone.ne.jp（iPhone使用）

梶谷孝行税理士事務所
法人設立・譲渡・相続税の申告相談

税理士　梶　谷　孝　行（21期）

〒169－0074　東京都新宿区北新宿3－22－10
パイロットハウス北新宿236号

TEL 03－3364－2411　FAX 03－3364－2410

チ ー ム  K A Z U
北　田　和　江（22期）

大　河　量　一（23期）

小　川　和　夫（23期）

青陵ＯＢは岡部玄さん（　）ら３人出品17
期

自
作
の
前
に
立
つ
福
島
隆
壽
さ

ん
と
教
え
子
の
武
内
立
爾
さ
ん

㊧
、
後
藤
晋
さ
ん
㊨

創
立
110
周
年
記
念
Ｏ
Ｂ
美
術
展
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昭
和
27
年
に
入
学
。こ
の
年
、
体
育
館
に
近
い
校
庭
の
一
隅
に
教
室
と

男
子
ト
イ
レ
が
新
築
さ
れ
た
。ホ
ー
ム
ル
ー
ム
は
ま
だ
男
女
共
学
で
は
な

か
っ
た
。音
楽
を
専
攻
し
た
１
年
５
組
の
女
子
が
新
築
の
教
室
に
入
っ

た
。私
も
そ
の
一
人
。ア
イ
ウ
エ
オ
の
席
順
だ
か
ら
窓
際
の
私
は
男
子
ト

イ
レ
ば
か
り
が
見
え
て
い
た
。

　

音
楽
の
先
生
は
一
年
間
に
４
人
代
わ
っ
た
。大
西
薫
、
森
田
幸
子
、

奥
山
勝
太
郎
、
小
山
裕
章
の
各
先
生
で
あ
る
。新
任
の
先
生
は
最
初
に
歌

を
歌
っ
て
く
だ
さ
る
。大
西
先
生
と
森
田
先
生
は
思
い
出
せ
な
い
が
、
奥

山
先
生
は
バ
ロ
ッ
ク
シ
ャ
ン
ソ
ン「
我
を
苦
し
め
で
死
な
し
め
給
え
」を

歌
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。小
山
先
生
は「
ノ
ミ
の
歌
」。「
ノ
ミ
に
ビ
ロ
ー
ド
の

服
を
着
せ
て
」と
い
う
歌
詞
が
今
も
頭
に
残
っ
て
い
る
。

　

男
子
は
そ
の
年
か
ら
富
井（
旧
倉
中
）校
舎
へ
授
業
を
受
け
に
ピ
ー
ポ
ー
（
水
島
臨
海
鉄

道
）で
通
う
こ
と
が
な
く
な
っ
た
が
、
野

球
部
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
富
井
ま
で
自

転
車
で
練
習
に
通
っ
て
い
た〝
倉
女
へ
養

子
に
来
た
倉
中
〟と
い
わ
れ
て
い
た
。

　

私
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
へ
入
っ
た
。最

初
は
大
勢
だ
っ
た
が
３
年
生
に
な
る
と

受
験
準
備
の
た
め
に
や
め
て
い
く
人
が

多
か
っ
た
。同
期
は
最
後
、
男
子
３
人
と

女
子
２
人
に
な
っ
た
。顧
問
は
村
山
寛
先

生
だ
っ
た
。卒
業
後
か
ら
現
在
ま
で
交
流

が
続
く
の
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
友
人

だ
け
。古
市（
旧
姓
白
神
）博
さ
ん
＝
２
期

＝
ら
先
輩
が
何
人
も
コ
ー
チ
に
来
て
く
れ
て
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
だ
っ
た
。

　

ラ
イ
バ
ル
の
山
陽
女
子
高
校
は
中
高
一
貫
校
で
熱
気
が
違
っ
て
い
た
。短
か
い
ス
カ
ー

ト
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
姿
で
、フ
ォ
ー
ム
が
優
雅
な
の
で
見
と
れ
て
い
た
。

　

私
は
今
年
82
歳
に
な
っ
た
が
、65
歳
の
時
、夫
＝
同
期
の（
旧
姓
）岡
村

冨
七
朗
＝
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
旅
行
し
た
。バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
先
輩

多
賀
利
明
さ
ん（
５
期
）＝
写
真
＝
が
米
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
大
学
院

教
授
に
な
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
た
の
で
連
絡
し
て
み
た
ら
、
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
を
案
内
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。思
い
が
け
な
い
楽
し
い
一
日
だ
っ

た
。「
人
生
と
は
邂
逅
で
あ
る
」と
思
う
。

　

わ
が
家
の
長
男
夫
婦
も
33
期
の
同
級
生
結
婚
。親
子
二
代
、青
陵
高
校
が
縁
結
び
の
神
様

で
あ
る
。

　秋空に響く「すい
んきょ らっきょ く
そらっきょう！」で
おなじみの倉敷・阿
智神社の秋祭り（御
神幸）に欠かせない
名物キャラクター
「素隠居」の講演会
が平成29年10月、
倉敷市本町の倉敷
公民館で開かれま
した。

　最近まで倉敷素隠居保存会会長を務めてい
た大賀弘章（ひろゆき）さん＝４期＝が、歴史
愛好グループ「備中倉敷学」の講座に招かれ
講師を務めました。大賀さんは阿智神社の前
身「妙見」（のち妙見宮）から説き起こし、御神
幸とともに320年を超える素隠居の変遷をス
ライドを駆使して１時間半にわたり語りまし
た。備中倉敷学の会員や歴史ファンら約60人
が耳を傾けました。
　大賀さんは「お宮の形が整った江戸前期、
京都の祇園祭を見物した倉敷の村人が『倉敷
でも神輿を作ろう』と、京都で早速神輿を注文
して帰りました。有力者の沢屋善兵衛さん（戎
町）に相談、神輿と獅子舞を出すことにしまし
た。1692（元禄５）年、神社近くの７地域によ
る御神幸行列が初めて行われ、獅子舞の後ろ
足として面をかぶった爺と婆（のちの素隠居）
も登場しました。沢屋さんが人形師に面を作
らせ、自分たちの代理として店の若者にかぶ
らせ行列に参加させたのです」と、誕生の経緯

を明かしました。
　さらに「明治になって妙見宮は名前が阿知（智）神社
に変わりました。行列の爺と婆は獅子舞から独立。子ど

もたちの人気者となり、〝すいんきょ〟と呼ばれて挑発さ
れ、それを追いかけて渋うちわで頭を叩く風習が生まれ
ました。素隠居の語源は、面がラッキョに似ていることか
ら〝酢のラッキョ〟では、と思われます」と分析しました。
　最後に「昭和に入ってからは祭り道具や衣装が古くな
り、〝ぼろぼろ道具のお通りじゃあ〟とからかわれるよう
になりました。見かねた大原孫三郎さん（倉敷紡績社長）
が阿智神社に道具一式を寄贈してくれたのです。７地域
で始めた御神幸は今では27町内、約250人の御神幸の距
離は数倍の12㌔に伸びました。御神幸とともに素隠居は
今も市民に親しまれています」と結びました。

　講演会終了後、ホール出口に素隠居２人が登
場、本番の所作通り参加者一人ひとりの頭を渋う
ちわで撫でてくれました。
　素隠居は平成29年４月、美観地区の他の文化
財７件とともに日本遺産に認定され、大賀さん
の執筆で保存会再興25周年記念誌「すいんきょ」
（50㌻）が発刊されました。
□…大賀さんは青陵自動車部（のち廃部）の創設
メンバーです。倉敷美観地区で日本郷土玩具館を
経営しており、独楽の収集家として全国的に有名
です。

「
獅
子
舞
の
後
ろ
足
か
ら
独
立
」

江
戸
期
か
ら
3
2
0
年
、日
本
遺
産
認
定

講演をした大賀弘章さん

講演会にちなんで登場した素隠居

入
学
時 

ま
だ
男
女
別
学

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
仲
間 

今
も
交
流

素
隠
居
の
誕
生
秘
話  
大
賀
弘
章
さ
ん（
　
）講
演

４期

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
同
期
生
と
村
山
先
生
。前

列
左
端
が
井
上
さ
ん
＝
昭
和
30
年
撮
影

寄 稿
６期　井上　久仁子
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　青陵に五輪選手がいます。60年前の1960（昭和35）年に開
かれたローマ五輪の重量挙げ選手・窪田登さん（１期）です。ラ
イトヘビー級で７位になりました。入賞の一歩手前（当時６位
入賞）でした。青陵の五輪選手はその後、生まれていません。
　窪田さんは重量挙げに取り組む以前、たくましい体に憧れて
筋力トレーニングを始めバーベルを持ち上げていました。倉敷
中学校２年生のころです。今でこそ筋力トレーニングはスポー
ツ選手の常識となっていますが、そのはしり

4 4 4

です。
　アメリカの専門誌を入手、その中に専門家が「25年続けてい
る」とあり、「よし50年続けよう」と決意したそうです。そのか

いあって倉敷高（のち青陵高）で始めた重量挙げで、国体兼全日
本選手権で見事優勝を果たし、日本のトップリフターに躍り出
ました。この活躍で、高校では全国２番目の重量挙げ部が青陵
にできました。
　1951（同26）年からの第１～３回アジア大会に連続出場し
て、銀メダル２、銅メダル１を獲得しました。さあ、次はオリン

ピック！　国内予選
会では「世界ランク
10位以内が候補」と
いわれ、自らに課し
たトレーニングに励
み、ぴたり10位に到
達、代表となりまし
た。
　その間、第１回全
日本ボディーコンテ
ストで「ミスター日
本」に輝くなど肉体
美の持ち主でもあり
ました。
　早稲田大学教授と

して約200冊の著書を出版したほか、筋トレの専門家として多
数の専門書を著しています。同大学名誉教授で、のちに吉備国
際大学学長を務めました。
□…窪田さんは青陵創立100周年記念誌に寄稿しています／
倉敷市に帰郷していましたが、2017（平成29）年に亡くなら
れました。

　「（２度制覇は）
50年以上も前の
ことで、まだ女子
の剣道人口が少なかったころです。結婚後、剣道とは離れたも
のの体力、精神力が養われ自信がつきました。今も私の人生を
支えています」と、〝剣道女子〟の草分けは語ります。
　田淵さんは青陵では剣道で実績を残した数少ないアスリー
トです。現在は夫の実家の酒店を切り盛りし、健康体操を30年
続けています。
　父の影響を受け小学校４年から水島武道館で剣道を習い始
め、青陵でももちろん剣道部で鍛えました。入部当時は紅一点
の貴重品でした。この時代は水島武道館との〝ダブルスクール〟
で同じ先生の指導を受け腕を磨きました。２年生のインターハ

イで剣道に女子種目が加えられ初出場、３年生では４回戦まで
進みました。
　水島に就職して社会人となり、得意のメンとコテを武器に昭
和41年と43年に見事優勝、40年準優勝、45年３位の輝かし
い実績を誇ります。「前年の準優勝がバネとなり〝次はぜひ〟と
自ら燃え、研究熱心な先生のアドバイスもあって優勝できまし
た。初優勝した大会の出場者はわずか20人足らずで、３回勝ち
抜けば優勝でしたが、大会を重ねるごとに増えていきました

ね」と、振り返りま
す。
　この数年間が田
淵さんの全盛期で

した。26歳まで16年間竹刀を握り５段を獲得、青陵時代に始
めた居合道も５段の計10段の女性武道家ですが、性格は穏や
かです。
　インターハイの剣道を通じて知り合った、偶然同姓の夫（元
津山高専教授）は今も現役の７段という剣道夫婦ですが、子ど
もや孫は誰も剣道をしていないそうです。
　「柔道はずっと以前から五輪種目なのに剣道はまだですよ
ね。悔しい！」と、かつての女性アスリートは健在でした。
� （倉敷市出身、津山市在住）

ローマ五輪重量挙げ７位

� 窪田 登
みのる

さん（１期）

剣道全日本女子２度制覇

� 田淵 和江さん（16期）

全国２番目青陵に重量挙げ部生む

剣道５段、居合道５段の武道家

ロ
ー
マ
五
輪
で
プ
レ
ス
1
2
0
㌔
に
成
功
し
た
瞬
間
の
窪
田

登
さ
ん
＝
青
陵
創
立
80
周
年
記
念
誌
よ
り

　さあ、待望のオリンピック・イヤー！ 　2020（令和２）年は
２回目の東京オリンピックが華々しく開催されます。そこで、
青陵の生んだアスリート２人を紹介します。重量挙げの窪田登
さん（１期）と剣道の田淵和江さん（16期）です。
改めてアスリートの軌跡をたどりました。

青陵剣道部の卒部写真。前列右から２人目が田淵和江さん＝剣道部創
部60周年記念誌より

ア ス リ ー ト
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県
内
で
は
近
年
、
急
速
に

減
っ
て
い
く
酒
造
場
で
す

が
、
今
年
創
業
1
1
0
年
を

迎
え
た
の
が
倉
敷
市
連
島
町

の
㈲
渡
辺
酒
造
本
店
で
す
。

4
代
目
蔵
主
の
渡
辺
英
気
さ

ん
（
26
期
）
が
老
舗
の
暖
簾

を
し
っ
か
り
守
っ
て
い
ま
す
。

　

同
社
は
明
治
42
年
、
渡
辺

吟
吉
さ
ん
が
創
業
、
綿
業
な

ど
も
含
め
多
角
経
営
を
展
開

し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
酒

造
業
に
絞
り
ま
し
た
。

　

倉
敷
市
街
地
か
ら
江
戸
時

代
の
干
拓
地
・
連
島
地
区
に

入
っ
て
、
日
本
を
代
表
す
る

詩
人
・
薄
田
泣
菫
の
生
家
付

近
を
西
進
し
て
間
も
な
く
右

折
す
る
と
、
年
季
の
入
っ
た

レ
ン
ガ
造
り
の
高
い
煙
突
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

煙
突
に
は
白
色
で
、
酒
蔵
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
は

黒
色
で
、
大
き
く
「
嶺
乃
誉
」
の
文
字
が
目
に
飛

び
込
み
ま
す
。
こ
れ
ぞ
、
酒
蔵
！　

と
い
う
雰
囲

気
で
す
。「
嶺
乃
誉
」
は
多
数
あ
っ
た
銘
柄
を
昭
和

初
期
に
代

表
銘
柄
と

定
め
、
主

力
商
品
と

し
て
現
在

ま
で
受
け

継
い
で
い

ま
す
。

　

同
社
の

酒
造
り

は
毎
年
正

月
明
け
に

始
ま
り
ま

す
。
最
新

鋭
の
ジ
ェ
ッ

ト
水
流
機
で

洗
米
、
今
で

は
珍
し
く

な
っ
た
木
製

の
搾
り
機
で

搾
る
な
ど
新

旧
の
機
材
を

駆
使
、
4
カ

月
か
け
１
年

分
の
製
品
を

造
り
ま
す
。

　

英
気
さ
ん

は
以
前
か
ら
、
全
国
の
同
業
者
が
欲
し
が
る
酒
造

に
適
し
た
岡
山
産
の
「
雄
町
米
」
や
、
全
国
で
は

岡
山
の
み
で
普
及
し
た
無
農
薬
の
木
村
式
自
然
栽

培
「
朝
日
米
」
と
い
う
高
級
酒
米
を
使
っ
て
き
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
平
成
の
末
、
少
量
で
高
級
な
酒
造
り
を

目
指
し
新
た
な
勝
負
に
出
ま
し
た
。
20
年
間
修
業

を
積
ん
だ
40
代
の
気
鋭
の
備
中
杜
氏
を
迎
え
、
伝

統
的
な
製
法
に
よ
り
「
嶺
乃
誉
」
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
し
た
純
米
の
「
大
吟
醸 

夢
倉
敷
39
」、「
吟
醸 

沙

沙
50
」、
純
米
酒
「
夢
倉
敷
60
」
の
新
商
品
3
点
を

開
発
、
従
来
の
純
米
酒
「
千
歳
楽
」
と
も
組
み
合

わ
せ
、
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
な
ど
で
売
り
出
し
て
い
ま

す
。
39
や
50
の
数
字
は
精
米
の
度
合
で
す
。

　

同
社
は
岡
山
の
米
と
高
梁
川
の
水
、
備
中
杜
氏

の
技
を
融
合
し
て
、
ま
ろ
や
か
な
味
を
追
求
し
て

い
ま
す
。
英
気
さ
ん
は
「
岡
山
の
酒
は
甘
口
だ
っ

た
ん
で
す
が
、
も
う
こ
れ
で
は
売
れ
ま
せ
ん
。
辛

口
と
い
う
か
〝
う
ま
口
〟
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、

悪
酔
い
し
な
い
気
持
ち
よ
く
飲
め
る
酒
を
造
り
ま

す
よ
」
と
、
前
向
き
で
し
た
。

　

次
男
が
英
気
さ
ん
の
母
校
の
東
京
農
業
大
学
に

在
学
、
後
継
者
の
目
途
も
立
っ
た
よ
う
で
す
。

□
…
渡
辺
英
気
さ
ん
は
在
学
中
、剣
道
部
で
三
段
。

現
在
、
県
議
会
議
員
で
す
。

　

倉
敷
市
か
ら
玉
野
市
へ
向

か
う
国
道
4
3
0
号
と
水
島

臨
海
工
業
地
帯
に
挟
ま
れ
た

呼
松
地
区
の
集
落
に
、
今
年
創

業
1
0
8
年
に
な
る
日
の
出

屋
商
店
が
あ
り
ま
す
。

　

店
の
前
の
車
１
台
が
や
っ

と
通
れ
る
ほ
ど
の
狭
い
道
路

は
、
港
町
呼
松
の
か
つ
て
の
旧

道
で
あ
り
商
店
街
で
す
が
、
50

軒
ほ
ど
あ
っ
た
店
は
今
や
10

軒
ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ

の
１
軒
、
昔
な
が
ら
の
た
た
ず

ま
い
、
日
の
出
屋
商
店
は
健
在

で
し
た
。店
の
名
前
は「
ひ
の

で
や
」で
す
。

　

明
治
44
年
、
指
物
大
工
だ
っ

た
田
中
富
松
さ
ん
が
下
駄
と

雑
貨
の「
田
中
富
松
商
店
」と
し

ど
遠
方
か
ら
買
い
に
来
る
お
客
さ
ん
も
あ
る
そ
う

で
す
。地
域
住
民
の
た
め
の
婦
人
服
や
婦
人
洋
品
も

扱
い
ま
す
。

　

下
駄
と
雑
貨
、呉
服
、学
生
服
と
時
代
を
読
み
、し

な
や
か
に
経
営
し
て
き
た
の
が
同
店
の
老
舗
た
る

所
以
で
す
。

　

顧
客
や
近
所
の
人
と
昔
な
が
ら
の
お
付
き
合
い

を
大
切
に
す
る
稔
さ
ん

は
、「
か
つ
て
は
大
阪

に
月
2
回
買
い
付
け
に

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、今

で
は
１
シ
ー
ズ
ン
に
１

回
で
す
。商
店
街
も
さ
び

れ
る
一
方
で
ね
、寂
し
く

な
り
ま
し
た
。後
継
者
？

　

息
子
・
娘
が
3
人
い
ま

す
が
、こ
の
場
所
で
は
無

理
で
し
ょ
う
ね
え
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

日の出屋商店３代目の田中稔さん

今では珍しくなった木製の搾り機と蔵主の渡辺英気さん

し
な
や
か
に
経
営
し
て

き
た
日
の
出
屋
商
店

渡辺酒造本店

「倉敷の老舗」を訪ねて ⑤

明治44年創業　日の出屋商店
田中　稔 代表（14期）　＝倉敷市呼松＝

明治42年創業　㈲渡辺酒造本店
渡辺英気 蔵主（26期）　＝倉敷市連島町＝

気
鋭
の
杜
氏
迎
え
高
級
新
商
品
開
発

て
創
業
し
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。実
家
が
食
料
品

や
履
物
な
ど
雑
貨
屋
を
営
ん
で
い
た
妻
に
商
売
感
覚

が
あ
り
、
店
の
切
り
盛
り
は
妻
が
行
っ
た
よ
う
で
す
。

玉
島
か
ら
仕
入
れ
た
下
駄
や
足
袋
を
売
り
ま
し
た
。

　

店
の
そ
ば
の
八
間
川
を
南
下
、水
島
灘
の
河
口
に

は
呼
松
港
が
あ
り
、備
後
の
松
永
下
駄
は
船
便
で
仕

入
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
29
年
に
息
子
の
秋
男
さ
ん
が
2
代
目
を
継

い
で
現
在
の
店
名
に
改
称
、呉
服
や
肌
着
を
扱
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。同
40
年
代
の
着
物
ブ
ー
ム
の
こ

ろ
に
は
和
装
用
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
や
草
履
の
卸
し
も

手
掛
け
ま
し
た
。岡
山
の
呉
服
問
屋
や
県
内
一
円
の

小
売
店
を
対
象
に
着
物
の
展
示
会
を
度
々
開
き
ま

し
た
が
、ブ
ー
ム
は
長
く
続
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

平
成
に
入
っ
て
か
ら
孫
の
稔
さ
ん（
14
期
）が
3

代
目
を
継
ぎ
、
学
生
服
を
中
心
に
商
い
を
展
開
し

て
い
ま
す
。主
に
近
隣
の
保
育
園
の
ス
モ
ッ
ク（
上

着
）、
小
・
中
学
校
の
男
女
制
服
で
す
。丁
寧
な
採

寸
、
縫
製
が
顧
客
の
評
判
を
呼
び
、
鴨
方
や
笠
岡
な

時
代
を
読
み
雑
貨
、呉
服
か
ら
学
生
服
へ

完
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　2019年入試の国公立大学の合格
者数は228人（浪人含む）でした。過去
20年間で最多だった昨年と比較する
と総数はやや減少しましたが、難関大
学に48人が合格し、特に東京大学、京
都大学には５年前と同じ計11人（昨
年４人）が合格しました。生徒の志望
を高めそれを貫かせる進路指導を継
続してきた成果はあったと考えてい
ます。
　現在、来年度入試から始まる「大学
入学共通テスト」についてさまざまな
情報や論評が飛び交っています。先日
は、４技能評価を行っている民間の英
語の資格・検定試験の活用について
2024年までの延期という大きな発表
がありました。英語で「リーディング」
（従来の「筆記」）と「リスニング」が同
配点になることについては、変更しな
いとのことですが、国語と数学①での
記述式問題の実施に伴う自己採点及
び段階別評価の導入については、現在
でもさまざまな情報が日々更新され

ているため、予断を許さない状況が続
いており、今後も綿密な情報収集と精
査が必要となります。
　さらに、入試における主体性評価の
問題もあります。文部科学省の指導の
もと、いわゆるペーパーテストの点数
だけでなく、それぞれの生徒の主体
的学習態度を高等学校におけるさま
ざまな活動履歴から多面的に評価し
ようとするねらいで実施が計画され
ているものですが、「面接」なのか「活
動報告書」なのか、何を以てその評価
を行うかを公表している大学はまだ
少数です。このことについても本校
では、新入試に移行する１、２年生で
ポートフォリオとして記録を残す指
導を行っています。これらの取り組み
に、当然これまでも大切にしてきた高
質な学力の養成を加えて、より一層、
進路指導の充実に努めてまいりたい
と思っています。ＯＢ・ＯＧの皆様に
は、御理解・御支援の程よろしくお願
いいたします。

難
関
国
立
大
学
を
48
人
突
破

2 019 年入 試
主な合格大学進路指導課長　田　中　誠一郎進　路

生
　
活

国立　　　　　
東京大……………… 3
京都大……………… 8
大阪大……………… 8
九州大…………… 14
北海道大…………… 3
名古屋大…………… 2
神戸大……………… 9
東京工業大………… 1
千葉大……………… 1
東京芸大…………… 1
奈良女子大………… 4
鳥取大……………… 8
島根大……………… 6
岡山大…………… 47
広島大……………… 8
山口大……………… 9
徳島大…………… 10
香川大…………… 21
愛媛大…………… 10
高知大……………… 2
九州工大…………… 5

私立　　　　　
慶応大……………… 3
津田塾大…………… 2
東京理科大………… 4
早稲田大…………… 2
同志社大………… 20
立命館大………… 35
関西大…………… 16
関西学院大……… 24
岡山理科大……… 37
ＮＤ清心女子大… 55

生
徒
指
導
課
長　

広
瀬
洋
介
先
生 

に
聞
く

　

生
徒
指
導
課
長
の
広
瀬
洋
介
先
生
に
、
最
近
の
学
校

生
活
の
動
き
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

�

（
聞
き
手
は
編
集
主
幹
）

◇

　
—

2
0
1
9
年
度
か
ら
ア
メ
リ
カ
研
修
事
業
を
行
う

そ
う
で
す
が
。

　

わ
が
校
が
目
指
す
世
界
で
活
躍
で
き
る
グ
ロ
ー
バ

ル
・
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

バ
ー
ク
レ
ー
校
で
大
学
生
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
の
研
修
な
ど
を
予
定
し
て
い

ま
す
。ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
名
門
大
学
で
、
年
度
末
の

3
月
に
１
，
2
年
生
の
希
望
者
二
十
数
人
が
密
度
の
濃

い
研
修
を
10
日
間
行
い
ま
す
。こ
の
事
業
は
県
内
的
に

は
そ
ん
な
に
早
い
ほ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
校
を

挙
げ
て
の
先
進
的
な
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

　

日
米
高
校
生
の
国
際
交
流
事
業「
Ａ
Ｉ
Ｇ
高
校
生
外

交
官
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
2
年
生
の
福
高
七
海
さ
ん
が
合

格
す
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。個
人
応
募

の
た
め
把
握
し
て
な
く
て
新
聞
記
事
で
知
り
ま
し
た
。

合
格
は
県
内
で
は
2
人
だ
け
で
し
た
。福
高
さ
ん
は
７

月
か
ら
8
月
の
13
日
間
、
国
内
で
ア
メ
リ
カ
の
高
校
生

に
広
島
の
原
爆
を
英
語
で
伝
え
、
平
和
の
大
切
さ
を
話

し
合
い
ま
し
た
。福
高
さ
ん
は「
将
来
は
国
連
で
働
く
の

が
夢
」と
語
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

　

—

部
活
の
成
果
は
ど
う
で
す
か
。

　

陸
上
競
技
部
の
飯
田
隼
人
君（
3
年
生
）が
8
月
の
沖

縄
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
走
り
幅
跳

び
で
出
場
、
惜
し
く
も
予
選
で
敗
退

し
ま
し
た
。左
足
首
の
故
障
を
抱
え

な
が
ら
県
大
会
、
中
国
大
会
を
ク
リ

ア
、
よ
く
健
闘
し
ま
し
た
よ
。同
好
会

か
ら
部
に
昇
格
し
て
4
年
目
の
競
技

か
る
た
部
が
７
月
の
佐
賀
県
の
全
国

高
校
総
合
文
化
祭
に
参
加
、
ベ
ス
ト

8
に
入
り
ま
し
た
。同
じ
部
が
県
内

に
3
校
し
か
な
い
中
で
よ
く
腕
を
磨

き
ま
し
た
が
、
準
々
決
勝
で
は
ス
ト

レ
ー
ト
負
け
で
し
た
。ベ
ス
ト
8
の

壁
は
厚
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

—

青
陵
祭
は
天
候
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。

　

今
年
の
第
57
回
は「
青
華
乱
舞

－

青
き
志
士
達
よ
令
和
に
輝
け
」と
い

う
テ
ー
マ
で
し
た
。毎
年
天
候
不
順

で
泣
か
さ
れ
ま
し
た
が
、
6
年
ぶ
り

に
3
日
間
ス
ム
ー
ズ
に
開
催
で
き
ま
し
た
。た
だ
し
、

準
備
期
間
に
雨
が
降
り
、
運
動
会
の
ブ
ロ
ッ
ク
演
技
の

練
習
は
特
に
苦
労
し
ま
し
た
。文
化
祭
は
１
年
生
が
展

示
、2
年
生
が
ス
テ
ー
ジ
発
表
、3
年
生
が
模
擬
店
と
い

う
パ
タ
ー
ン
が
定
着
し
ま
し
た
。年
々
充
実
し
て
に
ぎ

や
か
に
な
り
、
保
護
者
の
参
加
は
1
0
0
0
人
を
超
え

て
い
る
の
で
は
、
と
思
わ
れ
ま
す
。会
場
の
体
育
館
の
暑

さ
対
策
、
多
忙
を
極
め
る
生
徒
と
教
員
の
負
担
な
ど
悩

ま
し
い
問
題
は
あ
り
ま
す
ね
。

　

—

お
忙
し
い
中
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

年度末にアメリカ研修事業
競 技 か る た 部 総 文 祭 ８ 強
６年ぶり３日間好天青陵祭

書道部のパフォーマンスで盛り上がる青陵祭オープニング
＝令和元年９月４日

東
大
３
、京
大
８
、岡
山
大
47
人

早
慶
東
理
９
、関
関
同
立
95
人

新入試制度  今後も情報収集
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「
か
く
し
ゃ
く
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

御
年
（
お
ん
と
し
）
97
歳
！　

近
藤
綾
子
先

生
の
た
め
に
あ
る
よ
う
な
言
葉
で
す
。
長
男
の

運
営
す
る
倉
敷
市
内
の
介
護
老
人
保
健
施
設
に

入
所
し
て
元
気
に
暮
ら
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

先
生
は
岡
山
一
女
（
現
岡
山
操
山
高
校
）
か

ら
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
（
現
お
茶
の
水
女

子
大
学
）
を
卒
業
し
て
家
庭
科
の
教
員
に
な
り

ま
し
た
。
青
陵
高
校
へ
は
昭
和
23
年
に
着
任
、

同
37
年
ま
で
の
15
年
間
、
家
庭
科
の
生
徒
を
約
1
6
0
0

人
教
え
ま
し
た
。
担
当
は
主
に「
家
庭
一
般
」の
洋
裁
で
す
。

　

当
時
の
家
庭
科
は
「
体
で
覚
え
る
主
義
を
徹
底
さ
せ
ま

し
た
。
優
秀
な
生
徒
が
多
か
っ
た
で
す
よ
。
調
理
師
や
保

育
士
の
資
格
を
取
る
人
も
い
ま
し
た
」
と
振
り
返
っ
て
い

ま
す
。

　

母
校
の
岡
山
操
山
高
校
を
経
て
昭
和
57
年
に
教
員
生
活

を
終
え
ま
し
た
。
そ
の
後
は
学
識
を
生
か
し
て
地
域
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し

た
。
郷
土
誌
「
中
帯
江
の

風
土
記
」
編
纂
事
業
で
は

地
区
の
古
老
に
混
じ
り
編

集
委
員
を
務
め
ま
し
た
。

　

舅
が
営
ん
だ
昭
和
初
期

の
信
用
（
中
帯
江
信
用
組

合
）
の
貴
重
な
実
態
を
証

言
、
関
連
写
真
も
発
掘
す

る
な
ど
内
容
の
充
実
に
貢

献
し
ま
し
た
。
信
用
は
現

在
の
農
協
（
Ｊ
Ａ
）
の
よ

う
な
存
在
で
す
が
、
豊
洲

地
区
に
は
当
時
ま
だ
農
協

が
な
く
先
進
的
な
組
織
で

し
た
。

　

同
誌
を
平
成
17
年
か
ら

2
年
が
か
り
で
完
成
さ
せ
ま
し
た
。「
あ
と
が
き
」
を
「
ふ

る
さ
と
の
歴
史
を
後
に
伝
え
ん
と
老
い
ら
集
え
ば
時
を
忘

る
る
」
の
１
首
で
締
め
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
に
長
く
生
き
ら
れ
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
自
宅
の
近
く
に
あ
る
山
陽
新
聞
の
大
き
な
学
習
・

見
学
施
設
『
さ
ん
太
し
ん
ぶ
ん
館
』（
早
島
町
）
を
一
度

見
学
し
た
い
ん
だ
け
ど
、
足
が
少
し
悪
く
て
ね
え
」
と
、

知
的
欲
求
は
衰
え
て
い
ま
せ
ん
。
日
記
は
40
年
前
か
ら
今

も
書
き
続
け
て
い
ま
す
。

　

百
寿
超
え
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
！

□
…
次
男
近
藤
康
弘
さ
ん
（
歯
科
医
）
は
青
陵
27
期
で
す
。

　希望の春をイメージした「桜花の光跡」
で幕を開けた吹奏楽部の第47回定期演奏会
が平成31年３月24日、倉敷市民会館で華や
かに開かれ、青陵生や保護者、小中高校生
ら約800人が詰めかけました。
　第１ステージの最後は、第５回に初出演
したという人など駆けつけた多くのＯＢ・
ＯＧと「クイーンシティ組曲」を合同で演
奏しました。

　 第 ２ ス テ ー ジ で は「I WANT YOU 
BACK」、「米津玄師吹奏楽メドレー」で最高
潮に達し、「交響組曲シネマ・トリロジー
～スタジオジブリ・コレクション 第１楽章
Sky－Flight」で最後を締め、１年間の集大

成をしました。青春の音色を存分に響かせ貴重な時間を共
有したのです。
　前年９月には同会場で開かれた第３回おかやまスウィン
グ甲子園に初出場して活動の幅を広げました。
　創部57年になり部員は65人という大所帯で、女子が８
割以上を占めています。平日に地味な個人練習やパート練
習を積み重ね、週末に合奏で完成度を高め休日の本番に備
えます。

　定期演奏会と並ぶイベント、県吹奏楽コン
クールに加え入学式や卒業式、青陵祭、野球部
の応援と学校内外で幅広く活動しています。
　「自主自立」の部訓を掲げ、定期演奏会では
企画から練習スケジュール、楽器運搬のトラッ
クの手配まで手分けして準備します。
　同部のＯＧ（33期）で顧問の渡辺真由美先
生は「午前中に模試、午後本番なんていう厳し
いスケジュールも苦にせず、演奏も含めみんな
がそれぞれの役割をしっかり果たしています。
卒業後も音楽に関わる人が多いですね」と雰囲
気の良さを誇りにしています。

今恩師は近
藤
綾
子 

先
生
（
家
庭
科
）

転
勤
が
決
ま
り
同
僚
と
記
念

撮
影
。前
列
左
か
ら
2
人
目
が

近
藤
綾
子
先
生
、
4
人
目
が
井

上
陸
太
郎
校
長
＝
昭
和
37
年

部

活

に

燃

え

る

47
回
を
重
ね
る
定
期
演
奏
会

部
訓「
自
主
自
立
」を
体
現

吹奏楽部

はつらつと演奏する吹奏楽部の第47回定期演奏会＝倉敷市民会館

100
歳
目
前

か
く
し
ゃ
く

平
成
30
年
度
末
の
主
な
教
職
員
異
動

校
長
に
髙
槻
氏
着
任
土
家
校
長

退
　
　
職

在
勤
15
年 

教
え
子
１
６
０
０
人

［
転　

任
］

鴨　
　

方　

教　
　

諭	

古
谷
　
仁
志
（
二
七
年
〜
）
理　

科

岡
山
朝
日　

教　
　

諭	

山
本
由
起
子
（
二
六
年
〜
）
保
健
体
育

笠　
　

岡　

総
括
副
参
事	

村
田
　
真
一
（
二
七
年
〜
）
事　

務

岡
山
芳
泉　

主　
　

任	

福
本
　
雅
哲
（
二
九
年
〜
）
事　

務

［
着　

任
］

校　
　

長	

髙
槻
　
信
博
（
玉
島
）

教　
　

諭
（
理　

科
）	

桑
木
　
　
亨
（
総
社
）

教　
　

諭
（
芸　

術
）	

稲
山
留
美
子
（
玉
島
）

事　
　

務
（
総
括
副
参
事
）	

德
見
　
昌
雄
（
総
社
）

事　
　

務
（
主　

任
）	

本
城
　
智
美
（
県
立
図
書
館
）

［
退　

職
］

校　
　

長	

土
家
　
槇
夫
（
二
九
年
〜
）

教　
　

諭	

金
地
　
真
司
（
二
二
年
〜
）
芸　

術

教　
　

諭	

林
　
　
俊
輔
（
二
六
年
〜
）
地
歴
公
民

青
陵
高
校
教

諭
か
ら
再
任

用
教
諭
へ

（

　

）
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実
は
ね
私
、
転
校
生
な
ん
で
す
よ
。私
の
生

ま
れ
た
粒
江
小
学
校
区
は
当
時
児
島
郡
の
た

め
、
学
区
は
味
野
高
女（
現
倉
敷
鷲
羽
高
）と
倉

敷
高
女
に
分
か
れ
て
い
て
、
私
は
味
野
高
女
に

入
学
し
ま
し
た
。下
津
井
電
鉄（
の
ち
廃
線
）天

城
駅
か
ら
電
車
通
学
し
ま
し
た
。

　

昭
和
19
年
に
入
学
し
た
も
の
の
戦
況
が

益
々
悪
化
、
授
業
で
山
に
イ
モ
や
ケ
シ
の
花
を

植
え
る
作
業
ば
か
り
で
勉
強
は
あ
ま
り
し
て
い
ま
せ

ん
。ケ
シ
の
花
の
汁
を
集
め
て
軍
に
収
め
た
よ
う
で

す
。何
に
使
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
ね
。

　

あ
る
き
っ
か
け
で
転
入
試
験
を
受
け
て
2
年
生
の

2
学
期
に
倉
女
へ
転
校
し
て
き
て
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。〝
敵
性
語
〟の
英
語
が
味
野
高
女
は
な
か
っ
た
ん

で
す
が
、
倉
女
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。数
学
も
か
な
り
進

ん
で
い
て
困
っ
た
ん
で
す
。幸
い
、
最
初
か
ら
倉
女
に

通
学
し
て
い
た
粒
江
小
の
同
級
生
、
白
神（
の
ち
栢

野
）喜
美
子
さ
ん
と
吉
田（
の
ち
武
鑓
）喜
代
子
さ
ん

が
ノ
ー
ト
を
貸
し
て
く
れ
て
ね
、
勉
強
し
た
の
よ
。友

達
っ
て
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　

倉
女
最
後
の
卒
業
生
は
5
ク
ラ
ス
1
4
5
人
で
、

大
学
へ
進
学
し
た
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。私
は
豊

洲
・
西
田
の
農
家
に
嫁
い
で
き
た
ん
で
す
が
、豊
洲
の

同
級
生
に
は
中
帯
江
の
小
原（
の
ち
高
尾
）虎
子
さ

ん
、近
藤（
の
ち
大
崎
）律
子
さ
ん
が
い
ま
し
た
。

　

5
年
生
の
こ
ろ
、
中
帯
江
か
ら
新
任
の
近
藤
綾
子

先
生（
家
庭
科
）が
身
重
の
体
で
歩
い
て
通
勤
し
て
ま

し
た
ね
。

　

私
は
運
動
神
経
が
よ
く
、
走
っ
た
り
跳
ん
だ
り
す

る
運
動
会
は
引
っ
張
り
だ
こ
で
ね
、
特
に
走
り
高
跳

び
は
い
つ
も
上
位
で
し
た
。ク
ラ
ブ
活
動
は
な
く
、
修

学
旅
行
も
戦
後
の
食
料
難
で
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

約
６
㌔
を
自
転
車
通
学
し
ま
し
た
が
、
よ
く
パ
ン

ク
し
て
ね
、
父
の
予
科
練
の
後
輩
が
私
に
自
転
車
を

買
っ
て
く
れ
ま
し
た
。あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。父

は
真
珠
湾
攻
撃
に
参
加
、
船
が
2
度
も
撃
沈
さ
れ
太

平
洋
を
泳
い
だ
そ
う
で
す
。よ
く
生
き
て
帰
っ
た
と

思
い
ま
す
。戦
争
は
も
う
嫌
で
す
。

　

同
窓
会
に
は
２
回
出
席
し
ま
し
た
。趣
味
は
三
十

年
来
の
カ
ラ
オ
ケ
で
す
。年
１
回
発
表
会
が
あ
り
ス

テ
ー
ジ
衣
装
を
着
て
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
の
歌
を
よ
く

歌
い
ま
す
。

　

子
ど
も
2
人
、
孫
７
人
、
ひ
孫
が
６
人
い
て
幸
せ
で

す
。米
寿
を
迎
え
、ま
だ
ま
だ
元
気
で
す
よ
。

　青陵70期卒業？　うーん意識したことはあり
ませんが、平成の最後でもあり区切りのいい卒
業期だとは思います。
　青陵時代は児島からバス通学しました。中学
校は剣道部ですが青陵では弓道部に入りました。
武道が好きで凛とした雰囲気に憧れたんですよ。
２段を取りました。今は県総合グラウンドの弓
道場で趣味として続けています。
　中学時代に生徒会長をした経験から、２年生
で生徒会長に立候補しました。執行部は青陵祭

でオープニングの演出に当たりました。会長の
私はダンス同好会と一緒にダンスをしながら登
場、その流れで開会宣言をしました。書道部に、
はやりのパフォーマンスを頼んで盛り上げても
らいました。
　初の試みとして、文化祭の２日間に東北の被
災地で生産された魚の缶詰とサイダーを販売、
大好評でした。売り上げを義援金として現地へ
送りました。復興のささやかなお手伝いができ
たと思います。
　生徒会長は校内の他団体の取りまとめ、仲介
業者との交渉など授業や部活とは違う経験をし、
〝やり切れた〟という達成感がありましたね。
　３年生の体育祭ではＥブロックのブロック長

をしました。目玉のひとつ、ブロック演技では
与えられた６分間で思いっきりダンス表現をし
ました。ブロック対抗順位は上位に食い込めま
せんでしたが、ブロック演技は確か２位でした。
　受験勉強に全力を尽くし一瞬一瞬本気で取り
組みました。年間行事がびっしりで、充実した
あっという間の３年間でした。後輩の皆さんへ。
３年間のどの場面を切り取っても無駄な時間は
ありません。その瞬間を大切にしてください。
　この春、岡山大学法学部に入学、少し自分の

時間が持てる
ようになりま
した。部活に
は入っていま

せんが、サークル活動として大学生協学生委員
会、被災地支援の「おかやまバトン」、ネパール
に図書館を！　という運動「Going」に参加して
楽しく過ご
しています。
　教養課程
で民法の基
礎を学んで
いて、民法
に興味がわ
きました。
将来は司法
試験を突破
して検事を
目指します。

鳥羽  涼斗さん

体
育
祭
ブ
ロ
ッ
ク
演
技
を
リ
ー
ド
す
る
鳥
羽

涼
斗
さ
ん
（
前
列
中
央
）
＝
平
成
30
年
9
月

小原 （旧姓吉田） 孚美さん

終
戦
…  

部
活
、修
学
旅
行
、大
学
進
学
な
し

行事、受験勉強 瞬時に過ぎた３年間

　

青
陵
高
校
は
平
成
30
年
に
創
立
1
1
0
周
年
を
迎
え
た

伝
統
校
で
す
。同
31
年
春
に
70
期
が
卒
業
し
ま
し
た
。前
身

の
倉
女
は
40
期
で
し
た
。偶
然
の
節
目
で
す
。2
つ
の
卒
業

期
の
人
に
学
校
生
活
を
振
り
返
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

卒

業

生

今

む

か

し

卒
業
式
の
後
、
友
人
た
ち
と
撮
っ
た
１
枚
。
前
列
左

端
が
小
原
孚
美
さ
ん
＝
昭
和
24
年
3
月
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倉
中
か
ら
青
陵
草
創
期
の
資
料
を
集
め
た
ん

で
す
よ
。
一
度
見
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か

－

と
い

う
電
話
を
編
集
室
へ
平
成
30
年
４
月
、
3
期
の

福
田
宏
さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
、
早
速
お
邪
魔
し

ま
し
た
。

　

資
料
は
砂
漠
会
と
称
す
る
倉
中
か
ら
青
陵
１

～
3
期
の
時
代
の
も
の
で
す
。
大
森
啓
作
さ
ん

（
2
期
）
の
「
青
陵
高
校
創
世
記
」（「
高
梁
川
」

第
53
号
掲
載
）
や
砂
漠
会
2
期
有
志
の
「
わ
が

人
生
に
乾
杯
」
な
ど
の
書
籍
を
は
じ
め
、
砂
漠

会
の
名
前
の
基
に
な
っ
た
高
梁
川
河
川
敷
の
富

井
校
舎
や
、
一
時
間
借
り
し
た
倉
商
の
校
舎
、

校
章
、
校
旗
、
教
職
員
、
部
活
、
大
山
登
山
な

ど
の
写
真
、
思
い
出
を
た
ど
っ
た
Ｃ
Ｄ
「
砂
漠

の
青
春
」（
2
期
・
妹
尾
信
秀
さ
ん
制
作
）、
最

近
で
は
青
陵
創
立
1
0
0
周
年
記
念
式
典
（
平

成
20
年
）
の
ビ
デ
オ
な
ど
約
3
0
0
点
に
の
ぼ

り
ま
す
。
写
真
は
パ
ソ
コ
ン
に
す
べ
て
デ
ー
タ

保
存
し
て
あ
り
ま
す
。

　

福
田
さ
ん
は
「
１
～
3
期
は
倉
中
～
青
陵
に

６
年
間
通
っ
た
の
で
絆
と
思
い
入
れ
が
強
い
ん

で
す
よ
。
資
料
は
1
、
2
期
の
先
輩
に
も
ら
っ

た
り
、
倉
商
や
（
富
井
校
舎
跡
地
の
）
中
央
高

校
に
足
を
運
ん
で
20
年
が
か
り
で
集
め
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

青
陵
の
次
の
周
年
記
念
誌
作
成
に
は
貴
重
な

資
料
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
に
読
ん
だ
遠
藤
周
作
や

佐
藤
愛
子
な
ど
の
随
筆
が
約
1
0
0
0
冊
あ
り
、

そ
の
中
か
ら
青
陵
図
書
館
が
必
要
と
す
る
10
冊

程
度
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

□
…
福
田
さ
ん
は
在
学
中
、
陸
上
部
で
駅
伝
選

手
で
し
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
会
社
を
経
営
し
て

い
ま
す
／
兄
道
男
さ
ん
は
１
期
、
妹
星
島
多
恵

子
さ
ん
は
8
期
、
長
男
充
さ
ん
は
33
期
、
次
男

豊
さ
ん
は
41
期
の
青
陵
一
家
で
す
。

□
…
「
青
陵
高
校
創
世
記
」
は
本
紙
第
46
号
、

Ｃ
Ｄ
「
砂
漠
の
青
春
」
は
第
48
号
に
詳
細
を
掲

載
ず
み
で
す
。3

期
　
福
　
田
　
　
宏 
さ
ん

倉中～青陵草創期の書籍や写真300点

倉中跡地の中央高校に富井校舎の模型
　 青 陵 草 創
期、砂漠会（１
～ ３ 期 ） の
人たちの学び
舎（富井校舎）
の模型が倉敷
中央高校に展
示してありま
す。20年前から当時の写真など関連資料を収集
している福田宏さんが数年前、中央高校を訪れ玄
関ホールに展示してある模型を見つけて、「あっ、
思い出の校舎だ！」と思わず感嘆したそうです。
　昭和26年３月までの４年間、富井校舎で学び、
４月の３年時、現在地の羽島に移転した福田さん
らには思い入れがあります。中央高校はその４年
後に創立地の日吉町から富井校舎跡地に移転しま
した。
　中央高校の移転に合わせ、同20年代後半、富
井校舎を撤去、改築しました。卒業後、富井校舎
が解体されると聞いて福田さんは「岩橋（智猛）
先生や同級生14、５人と一緒に名残を惜しみに
行きましたよ」と、思い出話をしてくれました。
　模型は「昭和40年当時校舎」とあり、改築後
の校舎ですが、正門や本部校舎の配置、赤屋根、
玄関やその両脇の丸窓のレイアウトなど富井校舎
を踏襲しています。
　制作者は当時、中央高校に勤務していた美術担
当の守屋義弘教諭です。模型の校舎部分の縦は

35㌢、横は110㌢。すぐそばを通る水島臨海鉄道の線
路や西富井駅も忠実に再現しています。
　青陵は明治41年、精思女学校として開校、倉敷高女
を経て昭和24年の旧制倉中（当時倉敷高）との合併ま
で県立倉敷精思高校でした。
　中央高校は同26年、市立精思高校、その後、県立倉
敷精思高校となりました。時代は異なりますが、偶然
にも同名校です。さらに同59年、青陵の家政科を中央
高校へ移管するなど、ゆかりの深い両校です。

青
陵
草
創
期
の
富
井
校
舎

を
復
元
し
た
模
型
＝
倉
敷

中
央
高
校
玄
関
ホ
ー
ル

解
体
中
の
富
井
校
舎
（
昭
和
20
年
代
後

半
）
＝
倉
敷
中
央
高
校
提
供

集

収

発

見

20
年
が
か
り
、記
念
誌
資
料
へ

赤
屋
根
や
丸
窓 

忠
実
に

福田宏さんが収集した倉中～青陵草創期の資料
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けました。父は『まあまあだな』と言ってました」と苦笑いしていまし
た。
　来年のことは未定ですが、「仕事が観光業なので倉敷の盛り上げ
のお手伝いをしたいですね」と意欲満々で
す。出番が増えて人気を誇る白無垢姿の「瀬
戸の花嫁」の船頭も務めるかもしれません。
□…若林さんは青陵３年生の学園祭で、
同級生と軽音楽バンドを組んで出演しまし
た。倉敷アイビースクエア勤務で、本部同窓
会の宴会担当です。

平　松　　　毅 （７期）

比較憲法学会　元理事長

奈良市佐保台3－902－275（自宅）
〒670－0955　TEL （FAX兼）0742－71－7861

近 畿 で 活 躍 す る 同 窓 生

顧問　小　西　忠　明 （７期）

㈱大和リース

奈良県香芝市尼寺476 －46（自宅）
〒639－0261　TEL 090－2385－1245

桐　山　起世子 （11期）

奈良県生駒郡斑鳩町稲葉西２－８－43
〒636－0144　TEL（FAX兼） 0745－74－1036

唐　木　伸　夫 （25期）

㈱メビウス
執行役員　統括部長

京都市北区衣笠総門町22－１（自宅）
〒603－8363　TEL 090－3169－8884

教授　白　神　宏　之 （26期）

大阪大学レーザー科学研究所

大阪府吹田市山田丘２－６
〒565－0871　TEL 06－6879－8753

取締役会長　和　氣　勝　海 （26期）

栗本建設工業㈱

大阪府豊中市新千里北町１－１－C8－310（自宅）
〒560－0081　TEL 080－9742－5533

内　藤　秀　文 （31期）

内藤総合法律事務所
弁護士／ニューヨーク州弁護士

大阪市中央区今橋３－２－20　洪庵日生ビル４階
〒541－0042　TEL 06－6233－5230

小　原　康　正 （33期）

㈱ファーマ　インターナショナル
大阪支社　営業企画部　部長代理

大阪市西区江戸堀１－９－１
〒550－0002　TEL 06－6225－5095

　

い
よ
い
よ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
、
目
指

せ
東
京
五
輪
代
表
！　

青
陵
の
生
ん
だ
競

泳
界
の
ア
ス
リ
ー
ト
中
尾
駿
一
選
手（
65

期
）の
勝
負
の
年
が
き
ま
す
。

　

50
㍍
自
由
形
を
得
意
と
し
、
2
0
1
8

年
8
月
の
ア
ジ
ア
大
会
に
は
銅
メ
ダ
ル
に

輝
き
ま
し
た
。19
年
4
月
の
日
本
選
手
権

で
は
6
位
と
振
る
わ
ず
、
6
月
の
ジ
ャ
パ
ン

オ
ー
プ
ン
で
2
位
と
健
闘
し
た
も
の
の
、
７

月
の
世
界
選
手
権
メ
ン
バ
ー
に
は
選
ば
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

20
年
4
月
の
日
本
選
手
権
で
好
結
果
を

出
せ
れ
ば
代
表
入
り
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。も
し
代
表
に
決
ま
れ
ば
、
青
陵
で
は

ロ
ー
マ
五
輪
重
量
挙
げ
の
窪
田
登
さ
ん（
１

期
）以
来
60
年
ぶ
り
2
人
目
の
五
輪
出
場
と

な
り
ま
す
。

　

同
選
手
は
17
年
か
ら
毎
年
県
オ
リ
・
パ
ラ

育
成
事
業
強
化
指
定
選
手
、
18
年
秋
か
ら
今

年
に
か
け
て
国
体
賞
、
山
陽
新
聞
体
育
賞
、

O
H
K
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
特
別
賞
な
ど
を

次
々
受
賞
、
日
本
の
競
泳
短
距
離
の
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

同
選
手
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
で
は
珍
し
い
マ

ス
コ
ミ
の
山
陽
新
聞
社
所
属
で
す
。同
社
が

19
年
に
発
行
し
た
創
刊
1
4
0
周
年
記
念

誌「
山
陽
新
聞
百
四
十
年
史
」に
、
経
歴
や
戦

績
、
五
輪
へ
の
抱
負
な
ど
が
１
ペ
ー
ジ
に
わ

た
り
掲
載
さ
れ
、紙
面
を
飾
り
ま
し
た
。

トピックス
50
㍍
自 

中
尾
駿
一
選
手（
65期
）

　プロバスケットボールのフォワード西谷亮一選手（58期）
＝金沢所属＝は平成30年８月、岡山初のプロチーム「トライ
フープオカヤマ」に加入しました。
　同選手は青陵高２年の同17（2005）年に開かれた岡山国
体で、岡山チームのベスト８入りに貢献しました。金沢大学
を卒業後、クラブチームなどを経て、所属した東京Ｚで腕を
磨き、チームは国内最高峰のＢリーグ昇格を果たしました。
　外角からのシュート力と守備力が武器で、トライフープオ
カヤマのＢリーグ入りを目指す戦力となります。同選手は
「地元に帰ってこられて幸せです。岡山を熱く盛り上げてい
きます」と張り切っています。
　青陵ＯＢのプロバスケットボール選手第１号で、地元での
活躍が期待されます。
□…参考：平成30年８月23日付山陽新聞／トライフープオ
カヤマは同31年４月、ＢリーグB3（３部）参戦が決まりました。

青陵初プロバスケ西谷亮一選手（58期）

トライフープオカヤマに加入

最
高
峰
Ｂ
リ
ー
グ
入
り
の
戦
力
に

　改元して令和時代に入ったばかりの５月の
10連休に展開された倉敷美観地区の「第39回
ハートランド倉敷」のメインイベント「川舟流
し」に船頭としてデビューした人がいます。51
期の若林秀一郎さんで、上々の竿さばきを披露
しました。
　令和元年を機に、28年続ける父秀次さんの
体力面から秀一郎さんが跡を継ぐことになり、
期間中の５日、１回だけ竹竿を握り小手調べを
しました。
　同日は絶好の行楽日和とあって、柳が光る掘
割は全国から訪れた観光客で埋め尽くされまし
た。若林さんは午後２時半、観光客に混じって友
人や家族が見守る中、太鼓や笛の倉敷天領太鼓
のメンバー５人を乗せ中橋をスタート、ゆっく
り北上しました。
　倉敷天領太鼓の法被とねじり鉢巻き姿の若林
さんは竹竿一本で器用に舟を操り、大原美術館
前の今橋を折り返し高砂橋まで南下、Ｕターン
して無事、中橋へゴールしました。途中、知り合
いに笑顔を返すなど約200㍍を無難にさばきま
した。
　その間、太鼓メンバーの華麗なばちさばきと
ともに、父譲りの長身の船頭さんの竿さばきに
もカメラマンの注目が集まったようです。
　若林さんは「練習では川べりの風景が見えて
たんですが、本番ではそんな余裕なかったですね。写真を
撮りやすいように川の真ん中をゆっくり進むことを心が

「
川
舟
流
し
」
で
巧
み
な
竿
さ
ば
き
を
見
せ
る

若
林
秀
一
郎
さ
ん
（
左
端
）
＝
令
和
元
年
５
月

５
日
、
倉
敷
美
観
地
区

若
林
秀
一
郎
さ
ん（
）船
頭
デ
ビ
ュ
ー

51期

ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
倉
敷 

「
川
舟
流
し
」

「山陽新聞百四十年史」の
紙面を飾った中尾駿一選手

東
京
五
輪 

競
泳
代
表
な
る
か
！
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［受賞・受章］平成30年11月に岡山市で開かれた暴
力追放・銃器根絶運動推進県民大会の席上、ポス
ターコンクールで石川楓果さん（１年生）が優秀
賞を❖元在職教員木山公二さんが同31年１月、
高齢者叙勲で瑞宝小綬章を。井原高校長などを務
めました❖中桐泰さん（12期）が令和元年５月、
春の叙勲で瑞宝単光章を。民生・児童委員を33年
間務めています❖東京学芸大学の吉田京平さん

（67期）が同年６月、陸上の日本学生個人選手権男
子400㍍障害で３位に❖元連島神亀小校長木村公
久さん（６期）が同年６月、正六位瑞宝双光章を❖
コーラスグループ主宰の妹尾美穂子さん（31期）
が同年同月、岡山市制施行130周年記念式典の席
上、芸術文化の部で市長感謝状を❖県高校夏季将
棋大会が同年７月に開かれ、団体で青陵Ａが２位
に。個人は男女ともに３位でした❖岡山県などが
募集した覚醒剤等薬物乱用防止啓発用ポスター
の入賞者が同年８月に決まり、県警本部長賞に３
年藤原伊織さん、県覚醒剤等薬物乱用対策推進本
部長賞に２年福成花野さん、保健福祉部長賞に
同石川楓果さんの各作品が選ばれました❖同年
９月、高齢者叙勲で元妹尾郵便局長安原尚一さん

（１期）、元特定郵便局長横溝良典さん（１期）がい
ずれも瑞宝双光章を。

◇
［選任］倉敷市議の三村英世さん（38期）が平成31
年２月の同市議会臨時会で副議長に選ばれまし
た。任期は申し合わせにより２年です。

◇
［当選］同年４月の県議選挙で山田（旧姓貝原）総一

郎さん（24期）と渡辺英気さん（26期）が、いずれ
も７期目の当選を果たしました❖早島町長選挙
が令和元年８月に行われ、現職の中川真寿男さん

（24期）が再選を果たしました。
◇

［就任］元在職教員多田一也さん（玉野高校長）が平
成31年４月、県高校野球連盟会長に。任期は１年
です。

◇
［講演］五輪メダリスト髙橋大輔選手らを育てた
フィギュアスケートコーチ佐々木美行さん（26
期）が令和元年７月、くらしき健康福祉プラザで
「生涯現役術」と題して。（講演要旨は本紙第52号
に掲載します）❖同年５月に開かれた倉敷市環境
衛生協議会総会の席上、元ＮＨＫ解説主幹・室山
哲也さん（23期）が「どうなっているの？ 地球環
境問題」と題して。

◇
［創作ミュージカル］令和２年３月21、22日に児島
文化センターで、ノーベル賞候補森和俊さん（28
期）ら著名な倉敷・味野中ＯＢをテーマに。入場料
は前売り大人1500円、当日1800円、高校生以下
500円の予定です。

◇
［展覧会］平成31年１月に倉敷市立美術館で開かれ
た第62回倉敷美術展に青陵のＯＢ・ＯＧ約15人
が出品しました。飽浦幸子さん（倉女39期）の日本
画をはじめ洋画、工芸、立体の４部門に自信作を
展示しました❖磁［木村知子］＋陶［岡本達弥］展

が同年１月、岡山市内のギャ
ラリーで。磁器15年の木村
さん（40期）と陶器20年の岡
本さん（44期）の２回目の合
同展＝写真＝です。食器や酒
器、コーヒー茶碗など２人の
作品計約150点を展示、陶芸
ファンの目を楽しませまし
た❖天神窯の三人展が５年ぶりに同年３月、倉敷
天満屋で。岡本篤さん（13期）の水指、長男和敏さ
ん（44期）の花器、篤さんの妹川上節子さん（18期）
の香炉など約120点を展示しました❖酒津榎窯
の武内立爾さん（29期）が同年４月、天満屋倉敷店
で。大皿や鉢、花入れなど約200点を展示しました
❖水彩画家村田收さん（24期）の２年ぶりの個展
が、令和元年５月に岡山市中区のギャラリーで。
岡山や神戸の風景、ファンタジーな絵本の絵など
25点を展示しました❖寒（さぶ）風春木窯＝瀬戸内
市牛窓町＝の沖
塩 明 樹（ 本 名 下
山春樹）さん＝
１期＝の遺作展
＝写真＝が同年
５月、倉敷市内
の民芸店で。
窯仕舞いに伴い
各地の民芸館へ寄贈した残りの作品、抹茶茶碗や
皿、ぐいのみなど約700点を展示・即売、多くの陶
芸ファンが訪れました❖磁器作家木村知子さん

（40期）の作品展が同年５月、倉敷市内の工房で。
花器や食器などを展示しました❖羽島焼の小河
原和子さん（９期）、常美さん（15期・家庭科）の姉
妹が同年６月、自らの窯元で窯出し展を。食器や
花器を展示しました❖洋画家渡辺暉夫さん（10
期）が同年７月、新倉敷駅前のギャラリーで。小品
25点を展示しました。

◇
［企画展］青陵高校書道部が平成31年１月、倉敷考
古館で「書の見どころ展」を。儒学者・山田方谷ら
幕末の偉人の書に解説を添えた作品24点を展示
しました。

◇
［寄贈］川崎医科大学名誉教授福田道男さん（１期）
が同30年12月、「義経はやなぎの薬効を知ってい
た－歯扶柳（ようじやなぎ）と歯木（しもく）」を青陵高校図
書館へ❖酒津焼開窯150年を記念して令和元年８
月、窯元の岡本研作・和明兄弟（26期・36期）が県へ
湯呑み50個、県教委へ皿・茶碗100個を。

◇
［訃報］前東京青陵会会長関藤佳範さん（25期）が平
成31年２月12日に。同21年から29年までの８年
間、会長を務めました。卒業時には陵歌「我礎に為
らんとす」を寄贈しました❖元在職教員小野真さ
ん（18期）が同年３月１日に❖古城敬介さん（１
期）が同年３月29日に❖料治宏尚さん（８期）が同
年４月14日に❖元在職教員木山公二さんが令和
元年５月11日に❖元在職教員難波行彦さんが同
年６月28日に。

◇
［同窓会入会式］平成31年２月、青陵高校体育館
で。今春の70期卒業生313人が入会しました。卒業
生は累計３万4324人となりました。席上、同窓会
から卒業生へ入会記念品の目録（卒業証書入れ）
が贈られました。

会員ミニ点描

◉…今春、青陵70期生が卒業しま
した。前身の倉女は40期まで、
終戦直前に設立された倉中は卒
業生を生むことなく新制の青陵
高校生として卒業しました。大き
な節目を迎えましたので、倉女40
期の女性、卒業間もない青陵70期
は男子大学生ＯＢに学校生活を
中心に話を聞かせてもらいまし
た。お二人は70年の隔たりがあ
り、まるで曾祖母と曾孫です。時
代背景、学校環境の違いが浮き彫
りになりました。
◉…私事ながら青陵ＯＢとの出
会いがありました。東京青陵会
の「参加者ひとこと」コメントを
くれた寺山一己さん（23期）は、
実家が私宅と汐入川を隔てたす
ぐそばの早島町でした。もう１件
は旅行中の今年７月に同郷、同姓
にお会いしました。場所はなんと
北のさいはて、北海道は利尻島の
ペンションです。支配人が「今日
は佐藤さんが２人お泊まりです」
というので、「私は岡山からです
が、（佐藤姓の多い）東北からです
か？」と声をかけました。すると
「いや、東京に住んでますが出身
は妹尾です。高校も倉敷です。東
京青陵会に一度参加しましたよ」
と言うではないですか。聞くと青
陵ＯＢ佐藤八郎さん（22期）でし
た。こういう驚くべきまさかの出
会いってあるんですね。
� （編集主幹・佐藤豊行）

編 集 を 終 え て

岡山県立倉敷青陵高校「同窓会だより 青陵」第51号
発　行	 岡山県立倉敷青陵高校同窓会
	 ［事務局］	 〒710−0043　倉敷市羽島1046−2	 TEL：086−422−8001　FAX：086−422−8004
	 	 e-mail：seiryo05@pref.okayama.jp	 URL：http://www.seiryo.okayama-c.ed.jp
発行人	 岡田展弘（25期）／ 編集委員　今岡道雄（13期）　佐藤豊行（18期）　林俊輔（28期）
	 顧問　加川英郎（４期）
印　刷	 株式会社サラト　〒670−0948　兵庫県姫路市北条宮の町172
　� 　

お願い　同期会や同窓生の情報、話題を佐藤豊行（編集主幹090−6438−9227）、林俊輔（青陵高校教諭）へお寄せください。

〈
本
紙
の
編
集
〉

＊�

原
稿
締
め
切
り
は
９
月
20
日

で
す
。
編
集
、
校
正
作
業
を

経
て
12
月
末
に
全
卒
業
生
に

お
届
け
し
ま
す
。

＊�

幹
事
の
当
番
期
に
拘
わ
ら

ず
、
広
告
掲
載
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
１
枠
５
０
０
０

円
で
す
。

平成30､31年、令和元年／現役を含む、
学年は当時（　　　　　　　　　　　　　　　） 本部総会

８月２日（日）
午前10時から
倉敷アイビースクエア

〈当番幹事〉7と8の付く期と
本年度の卒業生（71期）

東京青陵会
６月６日（土）
午後３時から
東京・明治記念館
　　　　  （予定）

近畿青陵会
5月31日（日）
正午から大阪･KKRホテル

九州青陵会
10月10日（土）
午後４時から
福岡・西鉄グランドホテル

2020年の予定
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南
極
の
石
を
母
校
に
寄
贈
し
て
く

れ
て
い
る
南
極
観
測
船「
し
ら
せ
」の

初
代
艦
長
・
佐
藤
保
さ
ん（
4
期
）に
登

場
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
防
衛
大
学
校
を
卒
業

し
て
海
上
自
衛
隊
に
勤
務
、昭
和
48
年

か
ら
60
年
ま
で
6
回
に
わ
た
り
南
極

を
経
験
し
ま
し
た
。「
ふ
じ
」か
ら「
し
ら
せ
」の
時
代
で
、主
な
任

務
は
日
本
か
ら
南
極
ま
で
の
約
2
カ
月
の
航
行
と
物
資
搬
送
で

す
。

　

南
極
観
測
は
同
31
年
、オ
ゾ
ン
層
や
海
水
温
、海
底
地
形
の
観

測
・
調
査
を
目
的
に
始
ま
り
、
昭
和
基
地
を
開
設
し
ま
し
た
。

隊
員
や
物
資
を
基
地
に
運
ぶ
観
測
船「
宗
谷
」、「
ふ
じ
」に
続
く

「
し
ら
せ
」は

同
58
年
に
就

航
、
佐
藤
さ

ん
が
初
代
艦

長
に
な
り
ま
し
た
。

　

艦
長
は
約

1
8
0
人
の
海
上

自
衛
隊
員
と
と
も

に
乗
船
、
操
船
の

指
揮
を
執
り
ま
す

が
、「
悪
天
候
に
は

逆
ら
わ
ず
無
理
し

な
い
こ
と
を
心
掛

け
ま
し
た
。隊
員
に

け
が
な
く
無
事
帰

国
さ
せ
る
こ
と
が

最
大
の
使
命
で
し

た
」と
当
時
の
心
構

え
を
話
し
、「
真
っ

白
な
世
界
、
幻
想
的
な
オ
ー
ロ
ラ
な
ど
自
然
の
雄
大
さ
に
圧
倒

さ
れ
ま
し
た
」と
南
極
の
魅
力
を
語
り
ま
す
。

　
「
し
ら
せ
」は
、
日
本
人
で
初
め
て
南
極
大
陸
に
上
陸
し
た
探

検
家
白
瀬
矗（
の
ぶ
）に
ち
な
ん
で
命
名
さ
れ
た
砕
氷
艦
で
す
。

全
長
1
3
4
㍍
で
、船
首
を
氷
上
に
乗
り
上
げ
、船
の
重
み
で
氷

を
砕
き
ま
す
。船
内
に
は
医
師
が
い
て
理
髪
室
や
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ジ
ム
も
あ
り
ま
す
。平
成
20
年
に
退
役
、
現
在
は
2
代
目「
し

ら
せ
」に
交
代
し
て
い
ま
す
。

　

佐
藤
さ
ん
は
海
上
自
衛
隊
を
退
官
後
、
水
島
信
用
金
庫
に
常

務
理
事
と
し
て
10
年
間
勤
務
、故
郷
に
も
貢
献
し
ま
し
た
。

　

青
陵
へ
は
自
転
車
で
40
分
か
け
て
通
学
、
部
活
は
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
で
し
た
。後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、「
長
年
の

勤
務
経
験
か
ら『
忍
の
一
字
、忍
耐
』で
す
ね
」と
明
快
に
答
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

倉
敷
市
福
田
町
古
新
田
の
実
家
は
旧
庄
屋
で
、
平
成
31
年
3

月
に
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

□
…
参
考
：
平
成
12
年
7
月
6
日
付
山
陽
新
聞
／
神
奈
川
県
横

須
賀
市
在
住
の
佐
藤
さ
ん
は
令
和
元
年
8
月
19
日
に
亡
く
な
ら

れ
ま
し
た
。お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　「百華開天
下春」—。倉
敷市亀山の山
陽新聞豊洲販
売所の作業場
の壁に力強い
文字の横額が
掲げてありま
す。「百華開
いて天下の

春」と読みます。
　倉敷市長当時の渡辺行雄さん（１期）の揮毫です。
選挙活動が好きだった先代所長の井手孝志さん（故人）
が、懇意にしていた渡辺さんにお願いしたものです。
　家運隆盛を想像する縁起の良いメッセージが込めら

れていますが、孝志さんの妻和子さんは「場違いなと
ころに掛けていて申し訳ない気持ちです。明るくて元
気の出る言葉なので仕事の励みになります」と話して
います。
　渡辺さんの揮毫は他にもあると思われますが、貴重
な一品です。

倉敷の新聞販売所に寄贈

横額に「百華開天下春」

渡
辺
行
雄
さ
ん
揮
毫
の
横
額
＝
山
陽
新
聞

豊
洲
販
売
所

「人生は忍の一字」

佐藤さんが母校に寄贈した南極の石＝青陵高校創立80周年記念会館蔵

先 輩 は 語 る

元
倉
敷
市
長 

渡
辺
行
雄
さ
ん
　
の
遺
墨

（１期）

南
極
観
測
船 「
し
ら
せ
」 

初
代
艦
長   

佐
藤
保
さ
ん
　（4期）

玉
野
市
の
田
井
新
港
に
接
岸
し
た「
し
ら
せ
」＝
平
成
12

年
10
月
撮
影


